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識別：助手席取付けボルト（左前側）に黄ペンを塗布する。 
注)     は、点検の結果、追加する部品を示す。 

は、点検の結果、交換する部品を示す。 

 

改善の内容 
全車両、リフタリンクを点検し、亀裂が無い場合はリフタリンクに補強ブラケットを追加

するとともに、プッシュナットを２枚構造にし、異音防止スプリング小を追加する。リフ

タリンクに亀裂がある場合は、シートアジャスターユニットを対策品に交換する。 

教習車の助手席において、座席高さを調整するリフタリンクの強度が不足しているほか、

リフタリンクの抜け止め防止用プッシュナットの固定方法が不適切なため、リフタリン

クに亀裂が入る、または、プッシュナットが外れることがある。そのため、そのまま使

用を続けると、座席から異音やガタが発生し、最悪の場合、リフタリンクが破損もしく

は外れて座席が傾き、正しい姿勢が取れなくなるおそれがある。 
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